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Ⅰ．信金中金の姿 
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1 ゆうちょ銀行 179兆円 

2 三菱東京ＵＦＪ銀行 139兆円 

3 三井住友銀行 108兆円 

4 みずほ銀行 107兆円 

5 三井住友信託銀行 74兆円 

6 農林中央金庫 64兆円 

7 三菱ＵＦＪ信託銀行 50兆円 

8 りそな銀行 37兆円 

9 信金中央金庫 32兆円 

10 みずほ信託銀行 26兆円 

国内金融機関の資金量ランキング 
 （平成29年3月末） 

(出所) 平成29年7月7日付ニッキン 

出資金：6,909億円 

総資産：39兆円 

資金量：34兆円 

拠  点：国内14店舗 

       海外 5拠点 

 

 

役職員：1,231人 

 

普通出資 ： 6,000億円（信用金庫からの出資） 

優先出資 ：   909億円 
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信用金庫の中央金融機関として、信用金庫業界の発展につとめ、 
もってわが国経済社会の繁栄に貢献する。 

(注)平成29年9月末 

経営理念 

プロフィール 

信金中金の概要 

名古屋支店 

（名古屋市東区葵１丁目） 



「全国信用協同組合連合会」創立 

「全国信用金庫連合会」へ組織変更 

（略称：全信連） 

信用金庫海外経済研究所ニューヨーク事務所 

（現 ニューヨーク駐在員事務所）開設 

金融債発行開始 

ロンドンに全信連インターナショナル㈱ 

（現 信金インターナショナル㈱）設立 

香港駐在員事務所開設 

「信金中央金庫」へ名称変更 

（英文表示：Shinkin Central Bank） 

東京証券取引所へ優先出資を上場 

上海駐在員事務所開設 

優先出資者向け優待制度導入 

バンコク駐在員事務所開設 

 

沿革 
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昭和 25年 6月   

        26年11月 

             

   58年11月 

 

平成 元 年12月 

     2年10月 

      

    6年11月 

平成 12年10月 

 －創立50周年―  

        12月 

      16年 9月 

  23年 9月 

  24年10月 



信金中金の役割 

個別金融機関  

１ 
信用金庫の業務機能の 

補完 

信用金庫業界の信用力の 

維持・向上 
２ わが国有数の機関投資家 ２ 

３ 地域社会に貢献する金融機関 

１ 
総合的な金融サービスを提供する 

金融機関 

信用金庫のセントラルバンク 

・ 国内外の金融市場で約31兆円を運用 

・ 大企業等に対する約7.5兆円の貸出 など 

▶ P５ 

▶ P６ 
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・グループ一体となった金融サービスの提供 

証券業務 
しんきん証券 

信金インターナショナル （ロンドン） 

投資運用業務 しんきんアセットマネジメント投信 

消費者信用保証業務 信金ギャランティ 

投資・Ｍ＆Ａ仲介業務 信金キャピタル 

データ処理の受託業務等 しんきん情報システムセンター 

事務処理の受託業務等 信金中金ビジネス 



信 
用 

金 

庫 

取 

引 

先 

～信用金庫のセントラルバンクとしての役割①～ 

信用金庫の業務機能の補完 

信 

用 

金 

庫 
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信 

金 

中 

金 

投信 ・ 保険の販売 

創業・成長支援 

経営改善・事業承継支援 

海外進出支援 

業務機能の補完 信用金庫の業務 

 
 
 

信用金庫が 
 
 
 
 
 
 
 

に向けて行う 
業務のサポート 

 
 
 
 
 

ビジネスマッチング 

預金・融資・為替業務 

代理業務（代理貸付） 

預かり資産業務 

 

取引先の課題解決に 

向けたサポート 

 

 

 

 

 

中小企業 

個人 

地域 

中小企業 

個人 

地域 

 
 
 
 
 
 
 



～信用金庫のセントラルバンクとしての役割②～ 

信用金庫業界の信用力の維持・向上 

信 

金 

中 

金 

信 

用 

金 

庫 

③資本増強制度 
資本支援による経営体力の増強 

信用金庫経営力強化制度 
～信用金庫業界のセーフティネット～ 

②経営相談制度 
経営課題の把握と解決策の提案 
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安心な 
お取引 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①経営分析制度 
財務を中心とした経営状況の分析 

信 

用 

金 

庫 

取 

引 

先 



Ⅱ．信用金庫とは 
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信用金庫と銀行のちがい 

株式会社 組織形態 協同組織 

会員資格 なし 
事業地区の個人（住民・
勤労者）・中小企業(※) 

およびその役員 

事業内容 
預金・融資・為替業務、 

投資信託・保険の窓販など 

預   金  制限なし 

(※) 従業員300人以下または資本金9億円以下の事業者 

 信用金庫   銀  行  

(出所)  日本銀行資料（平成29年３月末）より信金中金作成 
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貸   出  制限なし 原則、会員が対象 

その他 
  8% 

個人 
79% 

法人 
17% 

その他 
  4% 

個人 
60% 

その他 
8% 

法人 
32% 

信用金庫  銀  行  

信用金庫 

中小企業：資本金３億円（卸売業は１億円、小売業、飲食業、物品賃貸業
等は 5千万円）以下または常用従業員が300人（卸売業、物品賃貸業等は
100人、小売業、飲食業は50人）以下の企業（法人および個人企業） 

中小企業 
63% 

個人 
29% 

その他 
  8% 

中小企業 
40% 

その他 
32% 

個人 
28% 

 銀  行  

貸
出
先
別
構
成
比 

預
金
者
別
構
成
比 

制限なし 一定の地域に限定 事業地区 



全国に拡がる信用金庫のネットワーク 

(注)平成29年9月末 

近畿 
29金庫 

関東 
49金庫 

東北 
27金庫 

東京 
23金庫 

四国 
10金庫 

北海道 
22金庫 

中国 
21金庫 

九州 
28金庫 

沖縄 
１金庫 

北陸 
16金庫 
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全国264金庫 
【7,370店舗】 

しんきんゼロネットサービス 

全国の信用金庫のＡＴＭ約20,000台で、一定の 
時間内に現金の預入れ・引出しの手数料が無料 

東海38金庫 
【1,375店舗】 

 

 
うち､愛知県 

15金庫【645店舗】 



信用金庫業界の預金・貸出金 

（単位：兆円） 

預金・貸出金残高の業態別比較 

預金 貸出金 

都市銀行 343 186 

地方銀行 254 195 

信用金庫 141 70 

農    協 100 20 

第二地銀 66 51 

信用組合 20 10 

労働金庫 19 12 

（注）  平成29年9月末 

（出所）都市銀行、地方銀行、第二地銀：全国銀行協会「全国銀行預金・貸出金等速報」 

       農    協：農林中央金庫「全国ＪＡ貯金・貸出金残高速報」 

       信用組合：全国信用組合中央協会「全国信用組合預金・貸出金等状況」 

       労働金庫：全国労働金庫協会「全国労働金庫預金・貸出金残高」 

預金・貸出金残高の推移 

自己資本比率の推移 
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13.04  13.16  13.17  13.08  
12.78% 

10%

11%

12%

13%

25年3月末 26年3月末 27年3月末 28年3月末 29年3月末 
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預金 貸出金（右軸） 

（兆円） （兆円） 



Ⅲ．最近の取組み 
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「日本体験カタログ」

メニュー①訪
日
外
国
人

メニュー④

メニュー③

メニュー②
運営会社(連携先) 

体験
申込

メニュー②

日本へ旅行

全国各地で

メニューを体験

中小企業のビジネスチャンスの創出 

新たな販路を開拓 訪日外国人観光客の需要を取り込む 

「日本体験カタログ」の制作 食品に関する商談会の開催 

参加企業数 商談件数 

33金庫の取引先 47社 202件 

海外に販路を有する商社などのバイヤー企業を集め、
信用金庫取引先である食品メーカー等との商談会を
開催 

信用金庫取引先が全国各地で提供する日本の文化や生活を体験する
メニューを掲載した外国人観光客用のカタログを制作 

エリア 体験内容 

群馬県 ラフティング＆カヌー体験 

岐阜県 食品サンプル製作体験 

兵庫県 お香・お線香作り体験 

宮崎県 離島の周遊クルージング体験 

（体験メニューの一例） 
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（スキーム図） 



 

個人の資産形成に向けた取組み 
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若年・中年層 高齢層 

個人向け信託商品 

 しんきん相続信託 
    「こころのバトン」 

 しんきん暦年信託 
    「こころのリボン」 

ｉＤｅＣｏ 
（個人型確定拠出年金） 

ジュニアＮＩＳＡ 
つみたてＮＩＳＡ 

ＮＩＳＡ 

信用金庫の個人預金・投資信託残高の推移 信用金庫を通じた商品・サービスの提供 

しんきん傷害保険付定期積金 
しんきんファミリーサポート定期積金 

101兆円 
105兆円 107兆円 108兆円 

6,865億円 

8,225億円 

8,757億円 8,837億円 

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

0

30

60

90

120

26年3月末 27年3月末 28年3月末 29年3月末 

個人預金 投資信託（右軸） 

（兆円） （兆円） 



 

 

 

 

 

   信金中金が提供する信託商品 

個人のお客さま 

高齢層（60歳以上） 
総人口の約3割 

金融資産の約6割保有 

中年層 

若年層 

世
代
間
の
資
産
承
継 

相続関連商品の提供 
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個人の相続や資産承継に向けた取組み① 

信 用 金 庫（信託契約代理店） 



信託契約代理店の状況 信託商品の利用状況 

203 

店舗  

1,154 

店舗  

約1,500 

店舗 

18金庫  

105金庫  

約150金庫 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

0

20

40

60

80

100

120

140

160

1月23日 10月2日 29年度中 

店舗数 

信託契約代理店数（信用金庫数） 

10月には北海道から九州まで、全国で100金庫、
1,000店舗に到達 

● しんきん相続信託「こころのバトン」 
   資産承継ニーズに対応 

● しんきん暦年信託「こころのリボン」 
   生前贈与ニーズに対応 
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個人の相続や資産承継に向けた取組み② 

60代以下 

26% 

70代 

34% 

80代 

37% 

90代以上 

3% 
お
客
さ
ま
の
年
齢 

子 

52% 孫 

37% 

配偶者 

3% 

その他 

8% 贈
る
相
手
（受
贈
候
補
者
） （予定） 

60代 

以下 

26% 

70代 

37% 

80代 

31% 

90代 

以上 

6% お
客
さ
ま
の
年
齢 

配偶者 

30% 

子 

64% 

その他 

6% 渡
す
相
手
（受
取
人
） 

（金庫） （店舗） 



 地域の付加価値向上を目指す取組み 
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助成金 総額10億円程度（１件1,000万円以内） 

助成期間 平成29年度から平成31年度まで 

助成対象事業 
地域の課題解決のため、信用金庫および地元
企業などが実施し、融資に繋がる事業に助成 

助成実績 
14事業 
1億3,000万円（平成29年度上半期） 

 助成事例－金澤町家の再生活用 

 

日本財団「わがまち基金」を活用した助成 

移住・定住の促進 商業振興・雇用創出 まちの活性化 

年間100棟以上が滅失 
 
歴史的なまちなみの消失 
空き家の増加 
地域活力の低下 
 

【助成金を活用した取組み】 

諮問会議による審査

信金中金

日本財団

わがまち

基 金

全国信用

金庫協会
学識経験者

信用金庫

地元企業など

（事業ﾊﾟｰﾄﾅｰ）

助成金

助成金

助成金

申請
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フィンテックの活用に向けた取組み 

FinTech（フィンテック） 

情報技術を活用した「新たな金融サービス」 

お客さまの利便性の向上 

生活を一変させるイノベーション 

信用金庫 信金中金 
（SSC） 

オープン 
API基盤 

独自 
サービス 

勘定系 
システム 

独自 
サービス 

家計簿 

サービス 
（フィンテック企業） 

会計 

サービス 
（フィンテック企業） 

新サービス 
（フィンテック企業） 

外国銀行コンソーシアム参加銀行

内外為替の一元化 24時間リアルタイム 送金コストの削減

ブロックチェーン関連技術の活用

オープンAPIのシステム構築 内外為替一元化コンソーシアムへの参画 



 信用金庫業界の復興支援 
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東日本大震災からの復興に向けた支援 信用金庫取引先の販路拡大に向けた支援 

信金中金の本店で、東北と熊本の特産品を集めた復興支援 
販売会を開催 

年度 件数 金額 

平成27年度 42件      122百万円 

平成28年度 42件      141百万円 

平成29年度  27件       96百万円 

合計 111件      360百万円 

カーシェアリングによる生活支援 福井県と福島県の小学生の 

つながりづくり 

信用金庫業界内のサイト「しんきん情報共有プラットフォーム」に
熊本地震復興支援特集ページを開設 

販売会の様子 震災の写真展示の様子 

「しんきんの絆」復興応援プロジェクトの助成実績 復興支援販売会の開催 

信用金庫業界のビジネスマッチングサイトへの掲載 【助成先の活動内容】 



Ⅳ．財務の状況 
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資金調達および資産運用 

有価証券の内訳          

地方債 
4.1％ 

社債・短期社債 
23.2％ 

株式・投信 
4.6％ 

国債 
41.7％ 

外国証券 
25.2％ 

その他 
1.2％ 

（注）平成29年9月末、単体ベース 

預金（譲渡性預金含む）
 

31.2兆円 
(83.4％) 

その他 
3.3兆円 
(8.9％) 

信金中金債 
2.8兆円 
(7.7％) 

地方公共 
団体等 
6.9％ 

事業会社 
34.3％ 

代理貸付 
3.6％ 

国・政府関係機関 
47.0％ 

その他 
8.2％ 

貸出金の内訳 短期市場運用 
13.3兆円 
(34.4％) 

貸出金 
7.4兆円 

(19.3％) 

その他 
0.2兆円 
(0.7％) 

有価証券 
17.6兆円 
(45.6％) 
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信用金庫等 信金中金 
資産運用 
38.6兆円 

大半が信用金庫 
からの預金 

資金調達 
37.5兆円 

有価証券 
貸出金 
短期市場運用 



安定的な収益 

分散投資の推進や法人営業の強化等に取り組み、収益源の多様化を進め、安定的な
収益の計上を目指す。 
当期純利益の目標は、420億円とし、引き続き内部留保の充実につとめることとする。 

29年度 

収益計画  

 平成29年度第２四半期決算（単体） 

純利益  ３１１億円  

(億円) 

◆ 安定的な収益の確保 

 

 マイナス金利下における円貨収支の 

  安定化に向けた取組み 

 海外金利資産やクレジット資産、 

  リスク分散型ファンドへの投融資の拡大 

 大手事業会社向け直接貸出の拡大   
および新規先の獲得 

 信用金庫と連携した顧客紹介制度による
顧客基盤の拡充            

 

29年度の取組施策 
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当期純利益 

353 

608 

408 413 420 

0

200

400

600

平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度予想 



37.03%

15.91%
11.53%

0%

10%

20%

30%

40%

信金中金 都市銀行 地方銀行

信金中金の優位性 

(※）  都市銀行は5行、地方銀行は64行の平均 
(出所) 各行ディスクロージャー資料 

(※）  資金量は預金、譲渡性預金、債券の合計 
(出所) 全国銀行協会 「全国銀行財務諸表分析」 

(※）  経費率＝経費／預金等平残 
(出所) 全国銀行協会 「全国銀行財務諸表分析」  

連結自己資本比率(国内基準) 

一人当たり資金量  経 費 率 

不良債権比率 

健
全
性 

効
率
性 

(※）  不良債権比率＝リスク管理債権／貸出金 
(出所) 全国銀行協会「全国銀行平成28年度決算(単体)」  
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(注)平成29年3月末 

格
付 

0.52%

1.06%

1.84%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

信金中金 都市銀行 地方銀行

Moody's S&P R&I JCR 

A1 A A+ AA (注)平成29年11月末 

267億円

43億円
20億円

0

100

200

300

信金中金 都市銀行 地方銀行

0.08%

0.72%

0.88%

0.0%

0.5%

1.0%

信金中金 都市銀行 地方銀行



Ⅴ．優先出資のご紹介 

23 



17,956  

20,920  

17,434  

20,444  

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

H21.3 H22.3 H23.3 H24.3 H25.3 H26.3 H27.3 H28.3 H29.3

全所有者数 うち個人所有者数 

優待制度導入 
（23年9月～） 

NISAスタート 
（26年1月～） 

出資者数：計20,920先 

優先出資とは① （Ｑ＆Ａ） 

 Ｑ．"優先出資"とは、どういうものですか？ 

Ａ．"優先出資"とは、協同組織金融機関が自己資本の充実をはかるために、会員（信用金庫）からの 
   普通出資のほかに、会員外からも出資を募るために発行する有価証券です。 
   議決権を有しませんが、それ以外は基本的に株式と同様です。 

 Ｑ．"優先出資"はどのように売買するのですか？ 

Ａ．上場株式と同じように、東京証券取引所の取引時間中は証券会社の窓口やネット証券を通じて
売買できます。売買単位は１口です。 
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優先出資の個人所有者数の推移 

(注)平成29年9月末 

(先) 



優先出資とは② （Ｑ＆Ａ） 

 Ｑ．価格を知りたいのですが、どこで分かりますか？ 

Ａ．優先出資の価格は、新聞の株価欄のほか、ヤフーファイナンスなどの株価検索サイトや 
  信金中金のホームページなどで確認できます。証券コードは 「 ８４２１ 」 です。 
 
 

 Ｑ．配当や優待制度について教えてください。 

Ａ．年１回、3月末を権利確定日として配当を実施しています。 
   また、中間配当はありませんが、23年度から9月末を権利確定日として優待制度を実施しています。 

 Ｑ．優先出資を売買する場合の手数料や税金はどうなっていますか？ 

Ａ．株式と同様に税金や各証券会社所定の売買手数料が発生します。                     
優先出資の配当に関する税金は、株式と同様の証券税制が適用されます。 

８４２１ 株価検索 ☞ 

 Ｑ．優先出資は「ＮＩＳＡ」や「ジュニアＮＩＳＡ」の対象になりますか？ 

Ａ．対象になります。 

新聞の株価欄(イメージ) 
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****** 450 460 440 440 △4 3.2 ****** 450 460 440 440 △4 3.2

****** 1200 1300 1250 1270 ▲10 228.4 ****** 1200 1300 1250 1270 ▲10 228.4

****** 450 460 440 440 ▲5 786 ****** 450 460 440 440 ▲5 786

****** 1200 1300 1250 1270 △20 109.7

****** 450 460 440 440 △4 3.2

****** 1200 1300 1250 1270 ▲10 3.2 信金中金 2240 2248 2238 2242 △2 258

優 先 出 資 証 券

サ ー ビ ス



優先出資の最近の価格推移 
平成28年4月 ～ 29年10月 

（注）平成28年3月31日の終値を100として指数化 
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29年10月31日 価格（終値） 

優先出資 232,700円 

日経平均 22,011円  

価格（終値） 

上場初日 
(12年12月22日) 

200,500円 

上場来高値 
(18年3月15日) 

 311,500円  

上場来安値 
(21年4月14日) 

102,400円  

28年3月31日 価格（終値） 

優先出資 223,300円 

日経平均  16,758円  

－平成29年3月期－ 

1口当たり配当：6,500円 優待権利確定 

－平成28年3月期－ 

1口当たり配当：6,500円 優待権利確定 



H13.3 H17.3 H21.3 H27.3 H29.3H30.3

配当利回り 

2.79％ 

 
 

 

優先出資の配当 

１口当たり優先出資配当の推移 

配当の基本方針 
 健全経営の確保の観点から内部留保の充実につとめつつ、 

 将来にわたり安定的な配当を実施する。 

(注) 20年3月期以前の配当は、21年7月末を基準に実施した優先出資分割を考慮し、 分割割合にもとづき再計算しています。 

無
配 

12年12月 
上場 

1口当たり7,000円 
（うち特別配当500円） 

１口当たり6,500円 
（予想） 

安定的な配当 

（※）30年3月末の配当予想
（6,500円）を29年10月末の
価格（232,700円）で除して
算出 
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－平成27年3月期－ 

－平成30年3月期－ 

１口当たり 
6,500円 

（予想） 



優待制度のご案内 

 毎年９月30日現在の優先出資者名簿に記載または記録された１口以上を保有する優先出資者の皆さま 

29年度の優待内容 

対象となる方 

１口・２口 ３～９口 10口以上 

 優先出資者限定オリジナルグッズ 
 《美濃焼 焼物皿二枚揃》 

グルメカタログから一つ選択 
（3,000円相当、約70商品） 

グルメカタログから一つ選択 
（6,000円相当、約60商品） 

28 
(※) グルメカタログでは、全国特産品に代えて、寄付を選択することもできます。 

 全国の信用金庫取引先が取り扱うオリジナルグッズ・グルメカタログ 



グルメカタログ掲載商品 

3,000円相当（３～9口） 

6,000円相当（10口以上） 

【長崎】長崎名物 豚角煮 【徳島】不知火（デコポン） 

【静岡】浜名湖産 
         うなぎ白焼きセット 

【熊本】熊本県産 
         森のくまさん 
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【愛知】宮きしめん 
         宮みそ煮込詰合せ 

【新潟】特別栽培米 
     魚沼産こしひかり 

【愛知】「尾州138ひつじカレー」 
     セット 

【愛知】愛知みかわ豚 
         ハム詰合せ 

【岐阜】肉のひぐち 
     飛騨牛 焼肉用 

【宮城】ミガキイチゴ詰合せ 



 ＜信金中央金庫に関するお問合せ先＞ 

    総合企画部  ＩＲ広報室 

 T E L ： 03 （5202） 7700 

 E-mail： s1000551@facetoface.ne.jp 

 URL： http://www.shinkin-central-bank.jp/ 

 本資料は、信金中金の事業内容および業績に関する情報の提供を目的としたものであり、信金中金が発行する優先出資への投資を

勧誘するものではありません。 

 本資料は、信金中金が信頼できると判断した情報にもとづき作成したものであり、その情報の正確性、完全性を保証し又は約束する  

ものではありません。なお、本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の信金中金の判断であり、今後、予告なしに変更される

ことがあります。 

 本資料は、投資家の皆さまがいかなる目的にご利用される場合においても、投資家の皆さまご自身のご判断と責任においてご利用  

されることを前提に作成しており、信金中金はいかなる場合においてもその責任は負いません。 

（略称：信金中金） 
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